
新刊・橋爪節也／宮久保圭祐編著『ＥＸＰＯ 7̓0大阪万博の記憶とアート』
（大阪大学総合学術博物館叢書、大阪大学出版会、2021年）もご参照ください

ご興味の
ある方は
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委員会事務局文化財保護課、大阪市立近代美術館(仮称)建設準備室学芸員等を経て現職。専門は日本近世・近代美術史で、『橋爪
節也の大阪百景』、『大大阪イメージ 増殖するマンモス／モダン都市の幻像』（創元社）など著書多数。ドラマの時代考証も手がける。

二
〇
二
二
年
二
月
、
大
阪
市
北
区
中
之
島
に
、

待
ち
遠
し
か
っ
た
新
し
い
美
術
館
が
誕
生
し
た
。

大
阪
市
制
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
構
想
か
ら
、

三
十
年
を
経
て
開
館
す
る
大
阪
中
之
島
美
術
館
で

あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
E
X
P
O

ʼ70
と
密

接
で
あ
っ
た
大
阪
発
の
前
衛
団
体
「
具
体
美
術
協

会
」
の
作
品
も
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
具
体
美
術
協
会
」
は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
）、

吉
原
治
良
（
一
九
〇
五
～
一
九
七
二
）
を
リ
ー
ダ
ー
に
結

成
さ
れ
た
。
白
髪
一
雄
、
村
上
三
郎
、
嶋
本
昭
三
、

元
永
定
正
、
金
山
明
、
田
中
敦
子
ら
が
参
加
し
、

フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ピ
エ
が
海
外
に

紹
介
し
、
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）、
本
拠
地
で
あ
る
美
術

館
「
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
テ
カ
」
を
中
之
島
に
開
設
す

る
。
食
用
油
会
社
の
社
長
で
も
あ
っ
た
吉
原
が
自

社
の
蔵
を
改
造
し
た
施
設
で
（
吉
原
没
後
閉
館
）、
世
界

的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
、
サ
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
、
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ

や
、
作
曲
家
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
な
ど
が
訪
問
し

た
。
新
し
い
美
術
館
と
は
目
と
鼻
の
先
で
あ
る
。

万
博
で
「
具
体
美
術
協
会
」
は
全
天
全
周
映
画

〝
ア
ス
ト
ロ
ラ
マ
〟
で
知
ら
れ
る
み
ど
り
館
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
の
展
示
と
、「
お
祭
り
広
場
」

の
「
具
体
美
術
ま
つ
り
」
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
っ
た
。
前
衛
芸
術
が
万
博
会
場
の
大
衆
的
な
空

間
に
侵
入
し
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
万
博
前
年
の
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）

に
南
大
阪
ベ
平
連
［
＊
］
が
、
万
博
を
安
保
条
約
改
定

か
ら
目
を
そ
ら
す
イ
ベ
ン
ト
と
批
判
し
て
「
反
戦

の
た
め
の
万
国
博
」（「
ハ
ン
パ
ク
」）
を
大
阪
城
公
園
に

開
催
す
る
。
当
時
、
学
生
で
あ
っ
た
世
代
（
団
塊
の
世

代
）
に
は
、
現
在
で
も
大
阪
万
博
に
は
一
度
も
行
っ

た
こ
と
の
な
い
「
ハ
ン
パ
ク
世
代
」
で
あ
る
こ
と
を

自
負
さ
れ
る
方
が
多
い
。

さ
ら
に
近
年
、「
ハ
ン
パ
ク
」
に
近
い
立
場
か
ら

「
万
博
こ
そ
は
、
戦
後
『
日
本
の
前
衛
』
が
い
っ
せ

い
に
そ
こ
に
結
集
し
、
み
ず
か
ら
歴
史
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
た
る
前
衛
を
武
装
解
除
し
た
『
歴
史
の
終

り
』
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
」
と
い
う
刺

激
的
な
意
見
も
あ
る
（
椹
木
野
衣
『
戦
争
と
万
博
』
美
術
出

版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

こ
う
し
た
議
論
も
、
E
X
P
O

ʼ70
が
も
た
ら
し

た
遺
産
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

万
国
博
美
術
館
の
系
譜
を
ひ
く
国
立
国
際
美
術
館

と
と
も
に
、
新
し
い
美
術
館
も
ま
た
、
E
X
P
O

ʼ70

を
再
検
証
す
べ
き
立
ち
位
置
の
美
術
館
で
あ
る
。

＊  

「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！ 

市
民
連
合
」

［写真上］開館当時のグ
タイピナコテカ。具体美
術協会『グタイピナコテ
カパンフレット』1962
年発行、「具体美術資料
委員会資料（1937–1993, 
undated）」 提供 ／大阪
中之島美術館

［写真左］「反戦のための
万国博」ポスター（個人
蔵）。

お祭り広場にて行われた、具体美術まつりの
様子。巨大なバルーンをつけて飛びまわるパ
フォーマー、スパンコールで覆われた“スパ
ンコール人間”、ロボットやプラスチックカー
などが登場し美術ショーを繰り広げた。
写真提供／公益財団法人 阪急文化財団池田
文庫

2022年2月に開館した大阪中之島美術館。
写真提供／大阪中之島美術館
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